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大
波
質
問 

現
在
、
全
国
の
自
治
体
病

院
の
６
割
以
上
が
赤
字
経
営
と
な
っ

て
い
ま
す
。
診
療
報
酬
の
実
質
マ
イ
ナ

ス
改
定
や
、
不
採
算
医
療
を
担
っ
て
い

る
こ
と
に
対
す
る
国
の
財
政
措
置
等

の
削
減
が
原
因
で
す
。
国
は
「
官
か
ら

民
へ
」
と
自
治
体
病
院
の
再
編
、
統
合
、

民
間
委
託
等
で
指
導
し
て
い
ま
す
。
非

常
に
不
安
に
思
い
ま
す
。
赤
字
を
出
し

て
い
た
大
和
市
立
病
院
も
、
こ
こ
一
、

二
年
、
黒
字
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
厳

し
い
運
営
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

い
う
形
で
我
が
病
院
に
波
及
す
る
の

か
、
国
が
示
し
た
公
立
病
院
経
営
強
化

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
と
経
営
強
化

を
進
め
て
い
く
上
で
、
病
院
の
職
員
や

市
民
が
不
利
益
と
な
る
こ
と
は
な
い

の
か
質
問
し
ま
す
。 

市
答
弁 

令
和
４
年
、
国
が
示
し
た
公

立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

「
限
ら
れ
た
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療

資
源
を
地
域
全
体
で
最
大
限
効
率
的

に
活
用
す
る
と
い
う
視
点
を
最
も
重

視
し
、
新
興
感
染
症
の
感
染
拡
大
時
等

の
対
応
と
い
う
視
点
も
持
っ
て
、
公
立

病
院
の
経
営
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
は

救
急
患
者
受
入
れ
体
制
拡
充
や
、
適
正

人
員
配
置
で
、
高
度
な
施
設
基
準
の
取

得
な
ど
、
急
性
期
医
療
を
拡
充
さ
せ
て

い
て
、
市
民
に
よ
り
有
益
な
も
の
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
医
師
や
看
護
師
を
適

切
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
働
き
方
改

革
を
進
め
る
な
ど
、
職
員
の
労
働
環
境

に
も
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

大
波
意
見
要
望 

国
か
ら
巧
妙
な
形

で
、
要
請
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

本
当
に
市
立
病
院
は
ど
う
す
べ
き
か

を
十
分
把
握
し
て
対
処
を
願
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

 
 

  

大
波
質
問 

日
本
の
大
学
生
の
約
半

数
が
何
ら
か
の
形
で
奨
学
金
を
受
給

し
て
い
ま
す
。
平
均
す
る
と
借
入
総
額

は
約
３
２
４
万
円
で
、
月
１
万
６
８
８

０
円
。
１
４
．
７
年
間
か
け
て
返
済
し

ま
す
。
多
く
は
日
本
学
生
支
援
機
構
の

奨
学
金
で
、
大
学
、
短
大
の
学
生
の
利

用
者
は
２
０
０
４
年
度
の
４
．
３
人
に

１
人
、
２
０
１
９
年
は
２
．
７
人
に
１

人
で
、
増
加
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

高
卒
で
の
就
職
困
難
と
、
大
卒
で
の
学

歴
格
差
、
高
額
な
学
費
負
担
、
平
均
所

得
の
低
下
に
よ
る
親
の
教
育
費
負
担

能
力
の
低
下
が
指
摘
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
返
済
に
関
し
て
、
２
か
月
滞
納
で

延
滞
金
が
発
生
し
、
３
か
月
以
上
に
な

る
と
信
用
情
報
に
よ
る
延
滞
情
報
が

登
録
さ
れ
ま
す
。
奨
学
金
で
の
自
己
破

産
件
数
は
、
２
０
１
６
年
度
ま
で
の
５

年
間
に
延
べ
１
万
５
３
３
８
人
に
も

上
り
、
強
制
執
行
の
件
数
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
１
８
歳
の
時
点
で
未
来
に
負

担
す
る
こ
と
が
前
提
の
多
額
の
借
金

は
、
将
来
の
保
証
の
な
い
学
生
に
は
返

済
が
重
く
の
し
か
か
り
、
背
負
わ
せ
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
。
心
身
を
消
耗
し
、

自
殺
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
で

は
、
学
費
月
平
均
１
万
円
か
ら
５
万
円

の
給
付
を
行
う
ケ
ー
ス
も
多
く
な
り

つ
つ
あ
り
、
大
和
市
の
大
学
生
を
対
象

に
し
た
奨
学
金
制
度
の
新
設
の
考
え

を
尋
ね
ま
す
。 

市
答
弁 

大
学
生
へ
の
奨
学
金
制
度

に
つ
い
て
国
で
議
論
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
大
和
市
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
市
立
小
中
学
校

の
設
置
者
と
し
て
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
学
校
生
活
を
送
り
、
卒
業
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
最
も
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
大
学
生
を
対
象
と
し
た
新
た
な
制

度
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。 

大
波
意
見
要
望 

子
ど
も
は
憲
法
で

保
障
さ
れ
た
教
育
を
受
け
る
権
利
が

あ
り
、
国
で
も
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
校
・
大
学
生
に
奨
学
金
を
投
資
す
る

こ
と
は
、
必
ず
大
和
市
に
返
っ
て
く
る

こ
と
で
す
。
早
急
に
市
独
自
の
給
付
型

奨
学
金
制
度
の
実
現
を
願
い
ま
す
。 
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ガ
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学
金
制
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大
波
質
問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
常
に
変
化
し
、
姿
を
変
え
て
生
き
延

び
て
い
ま
す
。
感
染
症
は
ペ
ス
ト
・
エ

イ
ズ
・
エ
ボ
ラ
出
血
熱
な
ど
の
恐
ろ
し

い
感
染
爆
発
は
あ
り
ま
し
た
が
、
発
生

率
は
劇
的
に
減
少
し
ま
し
た
。
ウ
イ
ル

ス
は
自
然
界
で
極
め
て
強
力
で
す
。
人

類
が
勝
ち
続
け
て
き
た
の
は
、
最
善
の

防
衛
手
段
が
隔
離
で
は
な
く
、
科
学
的

分
析
を
基
本
と
し
た
情
報
に
ほ
か
な

ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

現
在
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、
医
療 

環
境
の
ひ
っ
迫
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
ホ

テ
ル
や
自
宅
療
養
型
に
な
り
、
感
染
者

の
犠
牲
を
強
い
る
結
果
に
な
っ
て
い

ま
す
。
感
染
の
中
心
が
飲
食
の
場
か

ら
、
高
齢
者
施
設
、
保
育
所
施
設
な
ど

へ
と
変
わ
り
、
若
者
の
感
染
致
死
率
が

低
い
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
な
行
動
制

限
を
せ
ず
に
き
ま
し
た
。
発
熱
外
来
、

自
己
検
査
体
制
の
整
備
、
高
齢
者
施
設

の
医
療
支
援
、
治
療
薬
の
活
用
促
進
な

ど
の
対
応
が
遅
れ
、
現
在
の
急
激
な
感

染
を
防
ぎ
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
般

医
療
や
救
急
医
療
な
ど
、
我
が
国
の
保

健
医
療
シ
ス
テ
ム
を
機
能
さ
せ
、
今
後

の
療
養
の
在
り
方
に
つ
い
て
科
学
的

な
対
策
が
必
要
で
す
。
市
内
の
新
規
陽

性
者
数
・
感
染
者
の
療
養
・
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
対
策
を
尋
ね
ま
す
。 

市
答
弁 

現
在
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
若

年
者
の
重
症
化
リ
ス
ク
が
低
い
特
性

な
ど
か
ら
、
感
染
者
情
報
報
告
を
簡
素

化
し
、
市
町
村
単
位
の
新
規
陽
性
者
数

が
公
表
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
変
化
を
続
け
、
油

断
で
き
ず
非
常
に
注
意
を
要
す
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
の
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い

方
を
守
る
た
め
、
保
健
医
療
体
制
の
強

化
、
重
点
化
を
目
的
と
し
、
同
時
に
国

は
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動

の
両
立
を
図
り
、
入
国
制
限
の
緩
和
や

全
国
旅
行
支
援
を
実
施
す
る
な
ど
、
ウ 

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
新
た
な
段
階 

へ
進
め
て
い
る
も
の
と
承
知
し
、
本
市

で
も
適
切
に
感
染
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
各
事
業
の
実
施
に
取
り
組
み
ま

す
。
自
宅
療
養
者
に
は
、
県
が
体
調
悪

化
時
の
相
談
窓
口
を
設
置
・
訪
問
・
入

院
調
整
な
ど
を
行
う
神
奈
川
モ
デ
ル

を
実
施
し
て
お
り
、
大
和
市
医
師
会
が

当
該
事
業
に
参
画
し
て
い
る
も
の
と 

        

承
知
し
て
い
ま
す
。
本
市
は
、
引
き
続

き
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
不
安
軽
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

大
波
意
見
要
望 

県
の
方
針
・
国
の
方

針
で
、
市
は
独
自
で
で
き
な
い
と
い
う

の
が
答
え
で
す
。
医
師
会
や
医
療
関
係

者
な
ど
で
特
別
会
議
を
設
置
し
、
大
和

市
独
自
の
様
々
な
政
策
が
実
現
で
き 

る
よ
う
、
対
策
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。 

      

※ 

本
議
会
の
詳
細
は 

大
和
市
議
会
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い 

   

変
化
を
続
け
る
感
染
症 

保
健
医
療
の
活
用
と 

療
養
態
勢
の
確
立
を 

 

 

２
０
２
２
年
１
２
月
議
会
で
大
木
市
長
よ
り
、
国
の
方
針
に
従
う
「
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
等
に 

関
す
る
条
例
」
制
定
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
考
え
を
述
べ
、
反
対
の
討
論
を
し
ま
し
た
。 

大
波
反
対
討
論 
政
府
が
進
め
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
と
情
報
保
護
は
、
国
民
の
権
利
を
脅
か
し
、
科
学
技
術
を
財
界
本

意
に
役
立
て
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
の
暮
ら
し
に
役
立
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
は
否
定
は
し
ま
せ
ん
が
、
政

治
の
透
明
化
・
信
頼
あ
る
政
府
が
大
前
提
で
す
。
個
人
デ
ー
タ
ー
を
企
業
へ
の
提
供
は
８
割
の
人
が
不
安
を
感
じ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
岸
田
政
権
は
デ
ジ
タ
ル
重
点
計
画
を
閣
議
決
定
し
、
健
康
保
険
証
の
一
体
化
・
自
治
体
検
診
情
報
の
提
供
開

始
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
介
護
保
険
非
保
険
証
利
用
・
運
転
免
許
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
体
化
等
で
す
。

２
０
２
５
年
度
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
へ
移
行
予
定
で
す
。
こ
れ
が
強
行
さ
れ
れ
ば
、
国
民
は

死
の
谷
に
転
が
り
落
ち
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
重
大
事
故
は
２
０
１
７
年
か
ら
２
０
２
１
年
度
ま
で
２
２
６
万

人
が
漏
洩
し
て
い
ま
す
。
一
番
問
題
な
の
は
行
政
機
関
や
行
政
独
立
法
人
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を 

「
匿
名
や
仮
名
加
工
」
で
民
間
業
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
全
国 

 
 

２
０
の
政
令
都
市
で
造
る
「
指
定
都
市
市
長
会
」
も
デ
ジ
タ
ル
庁
に
待
っ
た
を
か
け
て
い
ま
す
。
自 

治
体
が
収
集
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
顔
写
真
・
指
紋
・
信
条
・
犯
罪
歴 

犯
罪
被
害
な
ど
の
配
慮 

個
人
情
報
で
す
。
大
和
市
も
改
定
に
は
時
間
を
か
け
た
方
が
良
い
と
考
え
、
反
対
討
論
と
し
ま
す
。 

 
感染症のウイルスは自然

界で生き延びるため、 

常に進化を続け、強力な

ものとなり、人類を襲いま

す。科学的な対応に力を 


